
ACTION  SNS を活用した！

新たな収益型、地域～全国ミュニケーションモデルを目指して

地域活性化・テーマ活性化
コミュニケーションシステム

アイ・オーシステム株式会社

３者間コミュニケーションを達成する ACTION ＳＮＳ とは

個人・団体・事業者の3者間交流を実現する
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商 号 アイ・オー システム株式会社

所 在 地 京都府宇治市木幡陣ノ内４６番地（JR六地蔵徒歩３分）
代 表 者 代表取締役 井上 惠介
資 本 金 １，０００万円
設立年月 １９９０年１月２４日

保有資格 「電気通信主任技術者」第一種電送交換主任 、線路主任
「第一級陸上無線技術士」
「工事担任者資格」 総合種・アナログ一種・ディジタル一種
情報処理技術者、ORACLE MASTER、XML MASTER

業務内容 アプリケーションソフト開発販売業務
ソフトウエア受託開発業務
制御ハードウエア受託開発業務
電気通信事業システム構築コンサルタント業務
事務機器・コンピュータ関連機器販売業務

取引銀行 京都銀行・三室戸支店/京都信用金庫・宇治支店/中央信用金庫・黄檗支店

主要取引先
（公益法人）財団法人宇治市観光協会／宇治商工会議所／宇治市役所／京都市役所／京都府弁護士協同組
合／滋賀県弁護士協同組合／社団法人システム科学研究所
（学校法人）大阪歯科大学／慶應義塾大学／京都大学／京都府立医科大学／京都薬科大学／神戸大学／中
部大学／舞鶴工業高等専門学校
（商業法人）株式会社アソウ・ヒューマニーセンター／株式会社イシダ／市川甚商事株式会社／伊奈精機
株式会社／株式会社インタークエスト／NECラーニング株式会社／株式会社オービーシステム／カゴヤジャ
パン株式会社／株式会社廣済堂／株式会社シールズ／有限会社組織心理測定研究所／株式会社長栄／パナ
ソニック株式会社ホームアプライアンス社／琵琶湖汽船株式会社／プロアクティブ株式会社
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主要ソフトウエア請負開発実績

・通信販売業顧客管理支援ソフト 顧客分析・ＤＭ印刷管理
・教務管理支援ソフト 学生管理・履修管理・証明書発行
・接続セットアップ支援ＣＤ 自動接続・ゲスト認証・アカウント発行
・実験計画計算処理ソフト 最適条件抽出
・圧力容器計算支援システム 強度計算・耐震計算・申請書管理
・企業ＶＡＮオンラインシステム 入出荷・在庫・売掛・買掛管理及び伝送
・小規模ＣＡＬＳシステム 図面伝送管理・電子入札・見積伝送
・グループウエアシステム 稟議・ワークフロー・伝言板・会議室予約・その他
・書店配達業務支援ソフト 顧客・販売管理支援
・携帯電話販売業支援ソフト 顧客管理・ＤＭ発行
・製造業支援ソフト 生産管理
・人事評価システム ＳＵＳシステム
・品質管理業務支援ソフト クレーム処理/分析支援
・追客管理（SFA）システム 営業支援・顧客管理
・原価計算業務支援ソフト 原価計算・日報管理支援
・企業資料データベースシステム 研究用企業資料管理
・不動産賃貸管理業ＤＢシステム 物件検索ホームページ・物件管理
・貿易業務支援システム 仕入･販売管理/輸出入業務管理
・心理テスト支援システム 組織心理測定及び業務管理
・林野管理支援システム 景観保全に関わる施業計画支援
・勤怠管理経費精算支援システム ワークフロー
・旅館業勤怠管理支援システム 日報、勤怠管理支援
・品質管理業務支援ソフト 品質データ分析支援
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アプリケーションソフトウエア製作／販売実績

・きゅう舎業務支援ソフト Ｔｕｒｆ２００６Web版
・不動産業務支援ソフト 仲介管理ＷＩＮ２０００／賃貸管理ＷＩＮ９８
・学校向グループウエア インターネットドリル・ラーニングマネージメントシステム
・企業向グループウェア OFFICE LEADER、OFFICE＠PAC
・官庁向グループウェア 機密漏洩防止メーラー機能
・学校向GISシステム 僕らの夢マップ（GISシステム）
・ビジネス向SNS ソーシャル･ネットワーキング・サービス
・販売管理/ルート管理 ルート販売業向 販売管理システム
・プロジェクトグループウエア 対会社間のプロジェクト進捗タスク管理
・アクションＳＮＳ プレーヤー×モチベーター×サポーター三属性のSNS
・ＳＥＲＡシステム 薬学教育の試験結果分析システム

ハードウエア開発／販売実績

・ＮａｖｉＬｏｇ カーナビ連動 配送ルート記録システム（車積用）
・120チャンネルＷｅｂ制御 サーカディアンリズム測定用明暗管理システム
・液晶外観検査装置 光干渉によるひずみ検査装置

サーバー構築実績
・Ｗｉｎｄｏｗｓ サーバー構築
・ＵＮＩＸ サーバー構築
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■ACTION-SNSの開発の背景と特長

ＳＮＳは mixi、GREE、DeNAなど個人と個人（ＣtoＣ）をつなげる

コミュニケーションツールとして既に認知されています。

また、企業や団体の中だけで情報共有する（ＢtoＢ）グループウエアタイプ

のＳＮＳも存在しています。

これらを解決する、Action-SNSは

の三者を位置づけ、三者が一体となって

アクションをつなげていくことができるＳＮＳです。

そこには、SNSの問題点として
①個人と団体（グループ）企業との交流が図れない。
②ビジネスを運営する適切な仕組みがない。
③広告掲載やコマースなどへの誘導の仕組みがない。

プレーヤー×モチベーター×サポー
ター
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■既存ＳＮＳとＡction－ＳＮＳのビジネスモデルの比較

個人 個人

▼ＣtoＣ-ＭＩＸＩ(ミクシータイプ）

フリー登録制

▼ＢtoＢ企業・団体内部活用(グループウエアタイプ）

組織個人 組織個人

「ACTION －SNS」

活動個人

プレーヤー

ビジネス事業者

サポーター

活動支援者

モチベーター
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個人×個人のコミュニケーションが主体
で、主催企業のみビジネスが可能となる。

収益：広告収入/EC

ＡｃｔｉｏｎＳＮＳは、個人は団体やグ
ループ、企業などとの交流が可能。主催企
業以外にも団体やグループ、企業もビジネス
が可能となる。

収益：モチベーター/サポーターの参加費/

広告収入/EC

個人×個人のコミュニケーションと情報
共有が主体で、ビジネスは行わない。

収益：直接的な収益はない（会費制度あ
り）

▼ビジネスモデル



■既存の地域型SNSの衰退の理由

●ホスト（主催者）は、自治体や国の助成金でＳＮＳを立ち上げに成
功しても、目的が地域ＰＲ、会員募集であり、収益を求めないので、
運営費が捻出できない。
●地域の事業者や公益法人も個人登録しかできないので、有効な情報
発信ができない。

初期費用は助成金で、運営費用はなし

継続不可能
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■Action-SNSの運用特徴

●ホスト（主催者）の目的がＰＲ、会員募集であり、収益を求めない
場合でもAction－SNSは成り立つ。

●地域、テーマを問わず、そこに支持するファンがいればAction-SNS
は、継続できる。

運営費用はモチベーターやサポーターの参加費用や広告掲載収入

継続可能
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■参加者特性

・プレーヤー （参加者を指し、A-SNSのテーマの情報を求める人）
・モチベーター（個人の活動を動機付けする情報やイベント活動、

専門技術などの提供者）
・サポーター （広告・販売などで支える事業者、参加者へ情報発信）
・ホスト （A-SNSを企画運営する主催者）

■３つの事例 Action-SNS活用パターン

地域活性化アクション（Ａ）＝地域の活性化,全国のフアン集結,地域活動
顧客活性化アクション（Ｂ）＝小売,サービス業の優良顧客の活性化

テーマ活用アクション（Ｃ）＝活動テーマカテゴリーを設定して活動する
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■（Ａ）地域活性化アクション =地域の活性化,フアン,地域,ビジネス

《 全国地域の活性化、例えば金沢を例にみると》
・プレーヤー ＝ 金沢をこよなく愛し、年間に複数回訪問するファン

で、一般的な情報で満足出来なく、できれば地域の
イベントなどに参加したい。また、隠れ家予約やス
イーツなど取り寄せ購買要望がある。

・モチベーター ＝ 地域、町興しなどで運営されるＮＰＯなど、地域密
着の活動情報を発信できる各種団体。

・サポーター ＝ 金沢の施設（ホテル・旅館）物産、名産、サービスなど

ＰＲや自社のe -コマースなどへの誘導。
・ホスト ＝ 観光協会、地域ＮＰＯ、地域施設など

② 導入目的は地域活性化（ホスト主体に設定）
有名地域や施設（兼六園など）エリアや無名の地域でも設定可能。

③ 各ポジションのメリット
・プレーヤ－ ＝ 金沢ファン＝ マイナーな金沢情報を取得、来訪。
・モチベータ－ ＝ 地域興しＮＰＯ法人＝活動の公報、会員獲得。
・サポーター ＝ ホテル、旅館、物産 ＝対象が明確でＰＲ効果が高い
・ホスト ＝ 観光協会、施設など＝コアなファン確保できる。
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■（Ｂ）顧客活性化 アクション＝小売,サービス業の優良顧客の活性化

《 小売、チエーン店の優良顧客活性化、例えば釣具チェーンでは》

・プレーヤ－ ＝ 釣具店に通う顧客（優良会員顧客）
・モチベータ－ ＝ 店舗スタッフ（店長及びスタッフ）
・サポーター ＝ メーカー、卸し
・ホスト ＝ 釣具チェーン店本部

② 導入目的
・顧客の固定化（ＣＲＭの概念で自店に優良顧客を固定化する）
趣味、ホビー専門の小売チエーン店は全て対象となる

③ 各ポジションメリット
・プレーヤ－ ＝ 顧客＝趣味のステータス化による、固定化。
・モチベータ－ ＝ 店舗スタッフ＝ 顧客との個別交流。
・サポーター ＝ メーカー、卸し＝ 店舗や顧客との直接交流。

新製品情報、モニターによるデータ収集
・ホスト ＝ 小売店本部＝ 顧客動向の把握によるＣＲＭ
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■（Ｃ）テーマ活用アクション＝活動テーマカテゴリーを設定する

《活動テーマを設定するパターン、例えば忍者を考えると 》

・プレーヤー ＝ 忍者に関心、興味をもつ全国の忍者ファン。
・モチベーター ＝ 忍者を活動テーマにした、地域密着の活動情報を発信

できる各種団体（忍者ダンス、忍者研究会、サークル）
・サポーター ＝ 忍者テーマの施設、グッツメーカー、e-コマースなど

ＰＲや自 社ネット誘導が可能
・ホスト ＝ 地域ＮＰＯ、地域施設など

② 導入目的
・テーマ集合（ホスト主体に設定）
趣味、学習、嗜好、食、旅、モノなど多くのテーマ設定が可能

③ 各ポジションメリット
・プレーヤ－ ＝ 忍者ファン ＝ マイナーな情報を取得、地域往訪。
・モチベータ－ ＝ 忍者各種団体・サークル ＝活動の公報、会員獲得。
・サポーター ＝ ショップ、施設 ＝対象が明確でＰＲ効果が高い
・ホスト ＝ 地域ＮＰＯ、施設など＝コアなファンにＰＲ
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ご清聴ありがとうございました。
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